
◎水産業協同組合法及び中小漁業融資保証法の一部を改正する法

律 
（平成一九年六月八日法律第七八号）   

一、提案理由（平成一九年四月一〇日・衆議院農林水産委員会） 

○松岡国務大臣 

……………（略）…………… 

 続きまして、水産業協同組合法及び中小漁業融資保証法の一部を改正する法律案につ

きまして、その提案の理由及び主要な内容を御説明申し上げます。 

 漁協系統は、漁業者の協同組織として、組合員に対して漁業経営に関するサービスを

総合的に提供してきたところでありますが、近年、水産資源の減尐、魚価の低迷等によ

り漁業協同組合の経営状況が厳しさを増しております。また、漁協系統の信用事業等に

係る保証を行う漁業信用基金協会の事業について、その健全性の確保を図ることが重要

となっております。 

 このような状況を踏まえ、漁業協同組合、漁業信用基金協会等の健全な発展を図る観

点から、所要の措置を講ずることとし、水産基本計画の見直しにあわせて施策を推進す

るため、この法律案を提出した次第であります。 

 次に、この法律案の主要な内容につきまして御説明申し上げます。 

 第一に、水産業協同組合法の一部改正であります。 

 漁業協同組合の経営状況についての組合員自身による適正な判断、行政による適正な

監督に資するため、すべての漁業協同組合を対象として、事業別損益を明らかにした書

面の作成等を義務づけることとしております。また、漁業協同組合の組合員の資格審査

が公平かつ適正に行われるよう、組合員の資格及びその審査の方法を定款の絶対的記載

事項とするとともに、漁業協同組合が行う共済事業の健全性の確保及び共済契約者の保

護のための措置等を講ずることとしております。 

 第二に、中小漁業融資保証法の一部改正であります。 

 漁業信用基金協会の健全な運営に資するため、主務大臣が同協会の経営の健全性を判

断するための基準を定めることができること等の措置を講ずるとともに、同協会の組織

再編を図るため、事業譲渡を行うことができることとしております。また、中小漁業者

が同協会から円滑に債務保証を受けられるよう、会員資格の拡大を行うこととしており

ます。 

 以上が、これらの法律案の提案の理由及び主要な内容であります。 

 何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに御可決いただきますようお願い申し上げます。 

二、衆議院農林水産委員長報告（平成一九年四月二六日） 

○西川公也君 ただいま議題となりました法律案につきまして、農林水産委員会におけ

る審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、水産資源の悪化、生産構造の脆弱化等漁業を取り巻く情勢の変化に対応して、



漁協系統及びその信用事業と一体となって信用補完を行う漁業信用基金協会について、

その組織、経営及び事業の健全性を確保するための措置を講じようとするものでありま

す。 

 委員会におきましては、四月十日松岡農林水産大臣から提案理由の説明を聴取し、昨

二十五日質疑を行いました。質疑終局後、採決の結果、本案は全会一致をもって原案の

とおり可決すべきものと議決した次第であります。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院農林水産委員長報告（平成一九年六月一日） 

○加治屋義人君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、委員会における審

査の経過と結果を御報告いたします。 

 まず、水産業協同組合法及び中小漁業融資保証法の一部を改正する法律案は、近年に

おける水産資源の減尐や魚価の低迷等、漁業を取り巻く情勢変化に対応し、漁業協同組

合及び漁業信用基金協会等の組織及び事業の健全な運営を確保するため、漁協における

組合員資格審査の徹底や経営情報を開示すべき漁協の拡大等を図るとともに、基金協会

への事業譲渡制度の導入等の措置を講じようとするものであります。 

 委員会におきましては、漁協において、組合員資格審査を混乱なく実施するための国

の対応策、漁協の経営再建に向けた国、県及び漁協系統組織の取組方針、漁協の合併促

進について国が一層の指導力を発揮する必要性、基金協会の事業譲渡が債務者に及ぼす

影響等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御承知を願います。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決

定いたしました。 

……………（略）…………… 

 以上、御報告を申し上げます。 


